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No. 晶 名 数量 備 考 No. 品 名 敏量 備 考

1 キャップ 11 0リンタ 1 P-6 

2 嗣節ナット 12 0リンヅ 1 P-12 

3 ノズルチップ 1 d2.3 13 パッキン押し 1 

4 ストップ弁 1 14 六角ナット3種 1 MS 
5 ビニーJレPK 1 21×16X2 15 レバー 1 
6 軸ASSY 1 16 csリング 2 ヨピ3

7 ガイド 1 17 ロールピン 1 4×30 
8 Zプリンゲ 18 コネヲt歯止めピン 2 
9 元金具｛撮り｝ 1 G1/4 (PF1/4) 19 コネ'J'J
10 座金 20 六角袋ナット 1 M自

21 ネームラベル 1 品番689009920

付属品

122下ノズルチップ一式li I 11~1舟州」t榊刈1
23 I取扱説明書 I 1 I品番680004210

く手

ネーム・注意ラベルが汚摘したり、はがれた場合はお買い上げの

販売店にご注文いただ曹必ず所定の位置にお貼り〈ださい．

－~－ 

ゴールド噴固 AP・1
［取扱脱明書］

680004210・2003.10

く⑮〉線式会社麻場
〒381-8530提野県長野市北畏池1443番地

宮026(2“）1317（代｝

このたびl;l本側品をお買い上げいただ書、まことにありがとうございます．
この取till見明書には安全に使用していただ〈ための要点在犯して晶りますので、ご使用前に必
ずよくお臨みになり正し〈ご使用ください．お臨みになった後は、いつでも臨める場所に保管

して〈ださい。富士、本曹を汚繍したり紛失した渇合l孟、お買い上げの販売店にご注文いただ
宮、大切に保管して〈ださい．

本書に記載した＆の表示のM 注意事項矧品に貼られた＆の績示のM 注意ラペJ州、
人身事蝕等の危険が考えられる重要な頑固です．よ〈お臨みにt;:り必ずお守り〈ださい．なお、

＆の褒示の晶る鵠ラベルが汚損したり、 IU＇れた場合はお買い上げの販蹄にご注文いた
だ吉必ず所定の位置にお貼りくだ古い．

（ ＆安全のために必ずお守りください〉・E盟理B ・－’・：≪に帥由する方it.己由創晶を慣用しないで〈ださも‘・ ・凪閣の岨λや付薗による.故証悶ぐため．帽子、冊四回
・酒置をおびた膏 鵠．冊阻マスタ、耳ム手続い轟袖町田聞説、轟Zポン、
・過骨、由ll\，植物＜•曹を官む｝の酷曹そ由他の理由 ゴム轟靴を歯周し‘直膚が掴出位ず危険のない鳳植で．
により正常な防陣作機ができない者 作織を仔。τ〈だきL‘・
・鉦組中田者 ・水噂‘河川、泊．沼などを沼自白しないように、また‘人
・15揖朱講師省 体や融布対象拘以外のものにかからないよう風俗周囲の
・負幅中の省、生組中町女性等車曹による酷曹を畳ωゃ 状il!Iニ克骨量宜して作量豊行令τ＜t.:h‘・
すい膏 ・作’慮中、骨量植にめまい、副簡を生U、または担骨が少
・作傭前に掴蝿郎町パッキンに脱曹のないこと．番号ネ!J曲 しでも睡〈なった喝舎にIt・1lに医師のIt‘揮を畳吋て〈
にゆるみがないこと．＊ースに亀a.圃粍．喧摘のない ださ也、
こと箱、普割に異常町ない己とを帽回して〈ださい． ・作織中に隈口を冊掴またIt宜揖する場合It、周囲などに
. ＂町割品を他人に揖与また IUI嘩する喝含It必ず軍司観 帯情がかかるおそれが，，”ます町で、幽帽の間正常晴圧
嗣寄を量付し．且〈臨んでから檀周するよう指”しτく 力也宜をゼロにしてがら止め．勘峨の畦出コヲタを閉U
定書、、． る．，ホースから珊摘が出ないよう注量しτ隅口t取り外
・曹全性豊損なう量れがありますので、融通しないで〈躍 しτ〈記さい．
さい．

軍艦燐製回胸網蝿m圃脚＇1- -ill織~縄問国・

・田舎が適切で立いE臨海Ii，作抽を傷めるだ”でな〈人体・積口在外す時．吐出＊ース向に匡力が現っτいると車遣が
にも有害iこなる揖れがあります．割減の調合同源Ii，凪 繍出します．鴫白老下に向付レパーを融布世置にしT畦
軍の檀周土の撞置をよ〈臨み、正し〈場駅してから檀周 出＊ース向に残ヲた匡カを11ぃTから外しτ〈躍さい．
し＇（ ＜だきぃ． ・余.，1::11沼llt1樋械の理i’水隊、河111.水面抽‘油、沼．
・属冒陪必ず車用白骨曹箱に鎚をか11-C樺曹し‘絶対に宣 下水絡に量入しT被害を亙ぼさないよう‘曹曹のない方
晶や食鍵と隠ー錨巳保管しないで〈正さい． 法で晶骨して〈ださい．
・醐棺周、岡鉱的危障があります町で、鹿婦は絶対に別の・檀周櫨は茸骨量i・し、置向の直射目先が由たらす凪過し
曹器に替し替えないで〈古さも」 田直い、干Eも町手町置かvい喝聞に樟曹しτ〈躍さい．
・凪曹の宜曹器は、融布泊四倉時に必ずよ＜itい掴品メー・作.，，量鴎手且はもちるん．壷身寄右曲でよ〈洗うととも
カのII示に世って．そのGii正し〈処分して＜ t:~ ぃ． E自の＊洗いとうがいをしT（ださい．また、作繊細間
宜容器豊雄った水Iii!曹のない方誼で処骨bτ〈ださい． 中Ii衣鳳t・－日llll.•JV>l.1' （ださい．



a.  
・果樹、野菜、花‘庖木等のi開審

a盟国語
1.取付方法
・本側晶の元金具｛握り）に動噴からの吐出ホース在確実に取り付Itて〈ださい．
様本製品は作機を援に行うため間節ナットにより、レバーを揖り続けなくTも問ーの甥の状
簡で散布がで曹るようになっています．そのため、散布在中止したい時に多少時聞がかか

ります．すばや〈散布停止古せるには別売のポールコッ？を元金具と吐出ホースの聞に取

り付lすることをおすすめします．

2.作集方法
＆作集前に接続部のパッキンに脱落のないこと、各ネジ留にゆるみがないこと、ホースに亀

裂、摩純、破損のないこと等、各館に異常のないことを確隠してください．

＆レバーが倣布状態のままで送波すると突然襲液が ー

出て危険です．調節ナットを右にいっぱいまで回＼ 1..-1ー，g人
してレバーを止めの状却にしてから薬制送って 右に閣す lafiL一二tr:に回す
〈ださい。 闘関目¥<It:二二E
・レバーを徐々に撮って〈だ古い。まず”が開いた 囲うTJI¥ v 
状般で出ます．その後更に揖ると”の開〈角度が / ¥¥ ＼モ弘元金具
狭（f.!"IJi直射になります．好みの”の状態で散布 潤節ナット ¥¥ 唱；，.；
してください．長時間関ーの”の状飽で散布する , 1¥ ＼ミ~

レJl--¥ ＼電量ー
ときは調節ナットを左に回すとレバーを固定して ’－ ＼~ '-::7 
散布することができます．

＆散布する時l孟周囲の状況を充分碕胞して〈だ古い．作難中以外は調節ナットを右にいっぱ
いまで回してレバーを止めの状般にしておいて〈ださい．

&M誕の吸入や付績による事故を防ぐため、帽子、保随眼鏡、保腹マスヲ、ゴム手袋、長袖
の保蹟衣、畏ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険の牢い服鵠で作業在行って

〈ださい．

＆作集中、作業後にめまい、頭痛を生じ、または気分が少しでも悪くなった場合には直ちに

医師の診療を畏けて〈ださい．

作集中に噴ロを清掃または交換する樋合は、顔面などに務液がかかるおそれがありますの

で、動噴の胴庄弁の圧力股定をifロにしてから止め、動噴の吐出コッヲを閉じる等ホース

から務液が出ないよう注意して行って〈ださい．

・・E冒DdlllVJJ~哩ヨ臥·－

1 噴口を外す時
＆吐出ホース内に圧力が残っていると纂液が噴出します．嶋口を下に向けレバーを散布位置

にして吐出ホース内に残っている圧力を抜いてから外してください．

2 書部の洗静
・噴口内に清水を送水して洗浄f皇、水抜きをして〈抵さい．
＆余った司直液漫ぴ樋械の洗浄水は、河川、水翠池、下水等に流入して被害をおよぼさないよ

う、議曹のない方法で処分して〈ださい．

3 保管の仕方
＆使用後Ii充分洗浄し、屋内の直射日光が当たらず風通しの良い、子どもの手の届かない渇
所に保管して〈ださい．
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・軽量化政計されていますので．女性の方でも手提にご使用いただげます．

・レバーを掴るだけで、止～広角蹟”～目E射まで峨角調節ができるので迫近の胴節散布が簡
単にで曹ます．
・胴節ナット在国すことにより希望の積角でレバーを固定で書ます． ． 盟国l

1.5 2.0 2.5 
圧 カ（MPa) (15kgl/cn!) (20kgl/cn!) (25kgl/cn!) 

吐出量 /XI~チップ 順調開 4.0 
4.6 

5.1 (2.5) 
(l/mln) ;2.3 13.2 

(;1.5) 噴”直 11.3 (5.2) 14.6 

噴 角（度｝ 日～65(at20MPa) 

到達躍麟（m) 11 （直‘ a位。MPa)
全長X高さ（cm) 12×15 
質 量（g) 150 

諜改良のため予告無〈仕捕を変更することがあります．

--7'伺肱’R圃闇111圃・

現 象 原 因 処 置

ノズルチップのコミつまり ノズルチップの洗浄
舗が均一でない

キャップの締め付け不足 キャップを強〈締める

動噴の吐出量不足 動噴の圧力を上げる

霧が荒い キャップの締め付け不足 キャップを強〈締める

ノズルチップの斌り ノズルチップの交換

&m液が噴出することが晶るため、ノズルチップ等の洗浄は噴口及び吐出ホース内の残圧を
抜いて頗から敵して行って〈ださい。

-3ー


